
１．事業の概要（Ｐｌａｎ）

事業名 事業Ｎｏ 552 おちばの里親水公園管理事業

総合計画
めざすまちの姿 1 人が育つまち 担当部 教育委員会事務局

基本計画【施策】 １－④子どもを健やかに育てる 担当課 社会教育課

関連予算科目
一般 会計 10 款 教育費 06 項 社会教育費 02 目 生涯学習費

予算事業名 生涯学習推進費 おちばの里親水公園管理事業

実施主体 市 実施方法 一部又は全部委託 対象

事業期間 開始年度 終了予定年度 ー

事業の目的
自然体験、親子ふれあい、仲間との交流を提供することにより、人づくり・仲間作りを推進する。

事業の概要

自然豊かな「おちばの里親水公園」を生涯学習の場として維持管理する。

２．事業の実績（Ｄｏ）

事業実績

課     題

飲料水の確保が難しい。

 事業費（Ａ）
当初予算額 1,083 千円 1,024 千円 1,033 千円

決算（見込）額 985 千円 1,151 千円 千円

財源内訳
千円 千円 千円

一般財源 985 千円 1,151 千円 1,033 千円

人件費　　　　　 　（Ｂ） 1,512 千円 2,244 千円 2,212 千円

人工（職員数の内訳） 0.2 人 0.3 人 0.3 人

2,497 千円 3,395 千円 3,245 千円

内容 単位

人
目標 2,100 4,500 4,500

実績 4,267 4,688

達成度 203.2% 104.2%

３．評価（Ｃｈｅｃｋ）

総合判定

Ａ 「充実」または「事業内容が概ね適切な事業」

《判定理由》

生涯学習の場とし、管理していく必要がある

４．今後の事業の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）　

継続

管理方法を検討する

　　平成26年度 ★実施計画 事業評価シート　（25年度事業の評価）

基本事業
（事業１）

細事業名
（事業2）

平成17年度

知波田地区に平成16年11月に開園した「おちばの里親水公園」の公園内の清掃及び除草・ごみの処理・ト
イレの清掃を行った。
利用申請受付数　4,688人

コ
 
 

ス
 
 

ト

平成24年度 平成25年度 平成26年度

特定財源
※国・県補助金など

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ） 

活

動

指

標

平成24年度 平成25年度 平成26年度

公園利用者数(申請分）

今
後

の
方

向
性

事業の
方向性

今後の
取組内容

（課題に対する
改善等）

必要性

有効性

効率性

優先性



１．事業の概要（Ｐｌａｎ）

事業名 事業Ｎｏ 554 放課後子ども教室推進事業

総合計画
めざすまちの姿 1 人が育つまち 担当部 教育委員会事務局

基本計画【施策】 １－④子どもを健やかに育てる 担当課 社会教育課

関連予算科目
一般 会計 10 款 教育費 06 項 社会教育費 02 目 生涯学習費

予算事業名 生涯学習推進費 放課後子ども教室推進事業

実施主体 市 実施方法 市が直接実施・運営 対象

事業期間 開始年度 終了予定年度 ー

事業の目的
学校・家庭・地域が連携協力し、子どもたちを健やかに育てるために、社会全体の教育力の向上を図る。

事業の概要

２．事業の実績（Ｄｏ）

事業実績

課     題

 事業費（Ａ）
当初予算額 5,112 千円 4,803 千円 4,022 千円

決算（見込）額 4,015 千円 3,251 千円 千円

財源内訳
千円 千円 千円

一般財源 4,015 千円 3,251 千円 4,022 千円

人件費　　　　　 　（Ｂ） 2,892 2,805 2,765

人工（職員数の内訳） 0.4 0.4 0.4

6,907 千円 6,056 千円 6,787 千円

内容 単位

放課後子ども教室申込者数
人

目標 250 300 300

実績 271 245

達成度 108.4% 81.7%

３．評価（Ｃｈｅｃｋ）

総合判定

Ａ 「充実」または「事業内容が概ね適切な事業」

《判定理由》

４．今後の事業の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）　

継続

　　平成26年度 ★実施計画 事業評価シート　（25年度事業の評価）

基本事業
（事業１）

細事業名
（事業2）

平成20年度

放課後に学校の教室を利用し、地域の参画を得て子どもたちに学習・スポーツ・文化活動・体験活動の場を
提供し、安心安全な放課後教室を開催する。

放課後子どもプラン推進事業運営委員会において、放課後子ども教室の計画と運営について協議し、市内６
校の小学校で実施した。

スタッフの確保が必要。参加者の増加につながる募集の方法を検討する必要がある。活動がマンネリ化しな
いよう内容の工夫が必要である。

コ
 
 

ス
 
 

ト

平成24年度 平成25年度 平成26年度

特定財源
※国・県補助金など

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ） 

活

動

指

標

平成24年度 平成25年度 平成26年度

国の施策であり、放課後の子どもたちの居場所作りや学
校・家庭・地域との連携を図るためには必要

今
後

の
方

向
性

事業の
方向性

今後の
取組内容

（課題に対する
改善等）

国の施策であり、放課後の子どもたちの居場所作りには必要であるが、内容等の検討。
参加者負担の検討。

必要性

有効性

効率性

優先性



１．事業の概要（Ｐｌａｎ）

事業名 事業Ｎｏ 571 青少年育成センター活動事業

総合計画
めざすまちの姿 1 人が育つまち 担当部 教育委員会事務局

基本計画【施策】 １－④子どもを健やかに育てる 担当課 社会教育課

関連予算科目
一般 会計 10 款 教育費 06 項 社会教育費 04 目 青少年育成費

予算事業名 青少年育成センター活動費 青少年育成センター活動事業

実施主体 市 実施方法 市が直接実施・運営 対象

事業期間 開始年度 終了予定年度

事業の目的
街頭補導活動、相談活動を行うことにより、青少年非行を防止する。

事業の概要

２．事業の実績（Ｄｏ）

事業実績

課     題
事業内容等の見直しが必要。

 事業費（Ａ）
当初予算額 1,622 千円 1,602 千円 1,341 千円

決算（見込）額 1,102 千円 1,112 千円 千円

財源内訳
千円 千円 千円

一般財源 1,102 千円 1,112 千円 1,341 千円

人件費　　　　　 　（Ｂ） 1,512 千円 2,244 千円 2,212 千円

人工（職員数の内訳） 0.2 人 0.3 人 0.3 人

2,614 千円 3,356 千円 3,553 千円

内容 単位

補導実施回数
回

目標 140 140 140

実績 133 140

達成度 95.0% 100.0%

３．評価（Ｃｈｅｃｋ）

総合判定

Ａ 「充実」または「事業内容が概ね適切な事業」

《判定理由》

４．今後の事業の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）　

改善（その他）

　　平成26年度 ★実施計画 事業評価シート　（25年度事業の評価）

基本事業
（事業１）

細事業名
（事業2）

青少年補導員による補導活動や社会教育指導員による相談活動、青少年環境の浄化など関係機関と連絡調整
を図り、青少年健全育成活動を行う。

街頭補導活動では、青少年補導員46人を委嘱し、青少年の非行防止のため市内各地区ごとで街頭補導を実
施した。
延べ644人参加
ヤングﾀﾞｲﾔﾙ湖西（相談窓口）で青少年の電話相談を行った。　

コ
 
 

ス
 
 

ト

平成24年度 平成25年度 平成26年度

特定財源
※国・県補助金など

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ） 

活

動

指

標

平成24年度 平成25年度 平成26年度

青少年非行を防止のため、街頭補導活動が重要になるた
め必要

今
後

の
方

向
性

事業の
方向性

今後の
取組内容

（課題に対する
改善等）

ヤングダイヤル湖西（相談窓口）を西部公民館に移すとともに、面談による相談ができるよ
うにする。
相談窓口の広報など検討が必要。

必要性

有効性

効率性

優先性


